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験からして.内地から輸送した種幼を池

に放養するときは，消毒剤に浸潰した後

に放養する処置をとることの 2匁程度の

細ウナギ， またそれ以下のものを輸送す

る場合は，龍に沢山の尾数が入るので魚

体が龍で、すれないような処置をとること

などが必要である。
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くことである。要は病気には予防的処置

カ2一番大切である。疾病を予防するため

の第一の心構えは，養魚家は養魚池を常

に衛生的な状態にしておくという不断の

努力が必要で、ある。すなわち養魚、場では

池を連続的に使用しなければならないか

ら，池の清掃と消毒を励行することであ

る。

ウナギについて.昨年の移殖と飼育経

人造湖の魚類生産に関する一知見
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り.観光的な遊魚を主とした計同のもと

に活用された方が好ましいと現在のとこ

ろ考えた方が良かろう。しかし今後の調

査研究の成果で，漁業としての生斥力を

向上せしめうるものと期待されるのであ

る。

そこで、われわれは人造湖個々の村性を

知る必要があり.その人造湖における調

査に入っているが，それら基礎的条件を

さぐると大きく分けて水理化学的条件と

生物学的条件がある。水理化学的条件と

しては(1)水温. (2)水位. (3)潟度が手主要な

要因である。以下筆者らが桂沢人T湖の

調査結果を通して述べてみる。

水温については水平的にみると 1:流よ

り下流において較差がし、ちじるしL、。ま

た垂直的にみると.流出水位およびぶ量

と関係して取水点近くで、は水温成層をf'r
(33頁へ続く)

近年濯j既用，洪水防lt:..工業用水確

保，電源開発，飲料水用，砂防などの人

工的に造られた水体をすべて含めて人造

湖というならば，わが北海道には約60カ

}丸湛水面積にしてざっと 70km2 ある。

これら人造湖を魚類および水族の棲息水

域に利用して漁業および遊魚に役立てる

ことは，国の内外を問わず活発であり，

北海道においても例外でなL、。ところで

北海道の人造湖のうちで広義の漁を行な

っているところは，糠平.雨竜，桂沢な

ど数えるだけにすぎなL、。その原因には

まだ充分な調査研究は確立されていない

が，はっきりいって天然湖消の貧栄養型

惨より生産力は劣るであろう。またM川よ

りは生産力は高いであろう。これら両者

酔の中間の生産力をあげ得る水体と考えて

差支えないと思う。であるから純漁業と

して人造湖を利用しようという計画よ
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り.そういちじるしくはないが水温催国

も見られる。また怯沢人工湖の場合春解

氷後 40CU、ド QOCに近い水温が底層近く

に観測された。

水位の変動は人工湖には避けられない

条件であるが.人工湖における水位変動

は解氷後より 6月までは水位はと昇し以

後多少の変動はあっても結氷の12月中旬

ごろまで下降する。このことは魚族およ

び水族の棲息水域を縮小することとなり

また産卵鮮化に影響するところ大であ

る。

i局度については天然湖沼では渇度は_I:

に有機物生産によりそのため生産力はよれ

大するのが通例であるが， 人工湖では有

機物によるよりも無機物す/'s..わわ泥粘土

などにより明大するもので湖内の一次生

産を阻害している。

そこで‘水族の生肢を向上せしめようと

する場合.これらの環境に適応し伴るよ

うな水族を選定しなければならなし、。そ
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の場合qi養するより出養により生産1)を
向上しようとすることが人工湖の生産力

を噌大する最良の方法と考えられつつあ

る。その基礎となる考えは人工湖内の第

一次生産者である植物性プランクトンよ

り，動物プランクトンを経てより高次の

魚、煩.さらには鮭鱒類へと.有機的蛋白

質の移行を合理的に行なわしめんとする

ものである。この基礎理念を例証するも

のとして. 人工湖ではないが.淡水研上

田支所が溜池において， フナ， ソウギヨ

コイなどを用いてより有効的に生産力を

向上せしめうることを報告している。そ

こで今後本道冷水域での人工湖生産力向

上のため現在フナ. コイ噌 ワカサギ.サ

クラマスなどの魚種について考えられて

はいるが， まだ混養してその量的関係に

ついて検λされ確立されてはL、ないが今

後これら量的初|究とともにさらにその他

魚族を含めた水族の移旭も杭付する必要

もあろう。
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